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ごあいさつ

本日ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、

多数の方々のご来場をいただきまして、誠にありがとうございます。

この定期演奏会も、各回毎に新しい音楽の創造に挑戦し、はや第20回 日となりました。その節目

となります今回は、第 8・ 12,16回 に続き、当管弦楽団では、お剛1染みの指揮者に金子 建志氏

をお迎えし、先生のご指導のもと、努力と研鑽を積み重ね、本国ここに魅力あふれる由の数々を抜露

してくれるものと期待致しております。皆様にはその努力の結実を演奏の中にお聴きいただければ幸

甚に存じま丸

この度はグスタフ・マーラーの『巨人』です。指揮者 金子 建志氏はマーラーに関して、著作もさ

れている造詣の深い方でもあります。今回は非常に珍しいハンブルク初演稿での演奏と伺っておりま

すが、これを「フィロムジカ」らしい音色で演奏されますのも、大変興味深く、とても楽しみにして

おります。

伊福部 昭作曲『交響諄詩』は、“現代音楽はどうも…"と敬遠される方も、日本人として耳の奥に

なつかしく、心にいつまでも残る聴きやすい音色と旋律に彩られた曲です。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心向白にわたるご支援を賜りまし

た皆様方をはじめ、ご指導下さいました先生方に厚く御礼申し上げますと共に、定期演奏会のますま

すの発展を祈りまして、ご挨拶とさせていただきます。

京都フィロムジカ管弦楽団顧問  和田之宏

どのような作曲家にとつても交響曲第 1番は特別なものでしょう。交響曲を書きはじめるときの年

齢は人さまざまですが、フィロムジカで取り上げた作曲家のなかではブラームス、ブルックナー、フ

ランク、エルガーが晩年に交響曲を書いています。その理由として、伊福部をはじめ多くの作曲家が

「交響曲を書くにはまだ自分は未熟油 と、ある種の厳しさを自分に課すのかもしれません。一方若

い頃から果敢に交響曲に挑み、作品ごとにその内容を深めて行つた作曲家もいます。きょう演奏する

マーラーの音詩は交響曲第 1番の前身となるものですが、この曲に込めた若きマーラーの思いは演奏

するわれわれにもひしひしと伝わってきます。管弦楽法から言うと手を入れる前の状態のものなので

演奏するのは大変ですが、この曲はふだん聴くことのできない響きを持っています。どうか最後まで

ごゆつくりお楽しみください。
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曲目解説

伊福部昭/交響諄詩

映画「ゴジラ」のテーマで有名な伊福部 昭 (1914‐2006)は後々の邦人作曲家作品に多大な影響を与えた

もともと日本人の作る音楽には共通のものがあり、そこには日本音階と一拍子を中心としたリズムの繰り返

しが根底に流れている。日本音階とはドレミ・ソラ・ドから成る音階で、ファとシがない旋律のことである

が日本の童謡を思い起こすとたいていそうなっている (夕焼け小焼けで日が暮れて)。 さらに日本人が好む

リズムが一拍子で、一本締め、三
=七拍子やわつしょいわっしょい、ニッポンチャチャチャなど気分を発揚

させるときには、連続する一拍を執拗に繰り蒻 夕ヾターンがよく見られる。これは西洋の子音中心の言語と

異なり、母音で終わる一拍子系言語が日本のリズムに深くかかわつているものと思う。さてこの交響諄詩 (た

んし)は 1943年、伊福部昭の次兄・勲の追悼曲として作曲されたものである。諄詩はバラー ドの意味で以

下の二部からなる。

第1諄詩 アレグロ・カプリチ7~―ソ (8分)

強奏でいきなリテーマが始まる。速いテンポで演奏されるこの旋律は随所にアクセントが置かれ、土俗的

で原始的だt聞くものをすぐに音楽の世界に引きずり込んでしまう。気がついたら伊福部ブシのとりこにな

ってしまつている。これが伊福部ファンにはたまらなυヽ ちょうどノドが乾いているときの水のようだし満

足するのに時間はかからない。

第 2諄詩 アンダンテ・ラプソディコ (9分 )

われわれが「アングレ」と呼ぶこの楽器はイングリッシュホルンのことで、オーボエより少し長く音が低

い木管楽器である。冒頭を奏するオーボエの向かつて右側に居る。アングレは、決まって静かな楽章で長い

旋律をひとりで吹く。第 2諄詩ではフルー トを始め、交代でいろいろな木管楽器が日本的旋律を繰り返し演

奏するが、西洋の楽器で日本の旋律を演奏するにはちょっとした工夫が必要なので、そこのところを聞いて

ほしい。最後、曲は消えるように静力ヽ こ終わる。

(曲 目推薦者 Hm.長岡武志)

マーラー/交響曲様式による音詩『巨刈  (交響曲第 1番のハンブルク初演稿)

僕はマーラーが大好きだが、交響曲第 1番だけは嫌いだ:理由は2つある。

1つ日は、オーケストレイションにあまりにも無駄が多いことだな例えば、フィナーレの最後で鳴り響く

コラール迪 7本ものホルンにトランペットとトロンボーンを補強として加えた上に、起立吹奏まで要求

して圧倒的に大きな音量をマーラーは求めている。にもかかわらず、何度ライヴで聴いても、この旋律が圧

倒的な力を持つて聞こえたことは無し、それもそのはず、このコラール主題は、歯切れの良い低弦の伴奏や

トランペットの鋭いファンファーレと複雑に組み合わさっており、聴く者はそのポリフォニーの見事さに耳

を奪われるのである。いくら楽器を増やしたところで、コラール主題だけが圧倒的に聞こえることはあり得

ない。同じマーラーの交響曲でも、例えば第3交響曲の冒頭は、8本のホルンがひとつの旋律を斉奏すると
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楽章構成の交響曲として演奏され続けることになる。しかし、音詩『巨人』の初演失敗はマーラーの音楽が

全く認知されていない時代でのことであり、山の出来が悪いからではない。マーラーの時代が来た今、音詩

『巨人』の真価は必ず認められるはずである。

なお、この曲の『巨人 lTibl』 という表題はジャン・パウルの同名の小説にちなんでいる。また、初演

時に各楽章につけられたプログラム3の うち第4楽章の「カロ風の葬送行進曲」はホフマン著『カロ風の幻

想曲刻 に、フィナーレの「地獄から」はダンテの『神曲』にちなむという説があり、文学からの影響が散

見される。ただし、マーラーの『巨人』はこれらの小説をストーリーに沿つて音化したものではなく、これ

らの月ヽ説に描かれた様々な場面から着想を得て作曲したものと考えたほうが良いそうだ4。 また、ジャン・

パウルもホフマンも、相反する2つの性格を小説に盛り込んでいると言われるが、マーラーの『EINも「夢

仙 と「現世」、i軸 と「崇高」など相反する性格が共存した音楽であり、その点も文学からの影響なの

かもしれなしち もつとも、これらの表題は、単に客受けを狙つたものであって、音楽の本質とは無関係であ

る可能性もある。ブルックナーが自作の第8交響曲フィナーレの冒頭について「コサック兵の騎行」などと

いう無意味な形容をしたのと同様、少しでも聴衆・演奏者・批評家の関心を惹こうとする売れない作曲家の

涙ぐましい努力のように思われる。

第 1楽章

弦楽器による「A(ラ )」 の音の伸ばしで始まる。「A」 の音は最晩年の未完の傑作「第 10交響曲」でも

重要な役割を果たす音であり、マーラーの生涯を貫いた音と言つて良い。作曲家 。柴田南雄はこのAの音の

伸ばしを「天空とか地平とか、悠久の自然とか、時空の無限の拡がりとかを連想させずにはおかない響き」

と評する。これに続いて木管が「A(ラ)一E(ミ )」 という単純な動機を発する。柴田はこのモチーフと

民族音楽の関連性を指摘し、「西欧以前、あるいは非西欧世界への親近性、それへの指向、を感じさせる」

と言う5。 軍楽隊のファンファーレが遠くから聞こえてくると、深い眠りから目覚めるように徐々に生命力

を増し、鳥の鳴き声を聞きながら朝を迎える。この長大な序奏部から、自然な流れを持って主部介入る。主

部は快活で明るい音楽であるが、その後も、夢の世界に引き戻されるかのように序奏部が再現される。最後

は疾走するような快速の音楽になり、あつけなく終わる。

第2楽章

簡潔なオーケストレイションで書かれた愛らしい楽章で、マーラーにとって自らの心情を告白する楽器と

言えるトランペットが活躍する。森の中で繰り広げられる残酷なメノL/4ンのようにも、暗い過去を懐かしく

回想しているようにも思われる。マーラーは第 1交響曲へと改作する過程でこの楽章全体を削除してしまつ

たち 本人にしかわからない、辛い過去の思い出が封印されているのかもしれなし、

第3楽章

スケルツォ楽章:低弦とティンパニが野生的なリズムを亥Jむなか、土俗的で力強い舞曲が演奏される。ち

なみに、「交響曲第 1番」へと改作する過程で伴奏楽器からティンパニが省かれてしまう。ベルリナーたち

に「野卑な音楽」と嘲笑されることを怖れたのかもしれなυヽ

トリオはスケルツォ主部と同じ主題を用いているにもかかわらず、テンポを緩めることで夢の世界に迷い

込んだかのような幻想的な音楽に一変する。

第4楽章
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くハンブルク稿)に関する現場報告

今回演奏するマーラーの交響曲第 1番のハンブルク

稿 1については「こだわり派のための名曲徹底分析」

シリーズの『マーラーの交響曲』で、かなり細かく検

証したつもりだつたが、実際に自分で指揮する立場に

なってみると、新たな障壁や問題点に遭遇することに

なった。ここでは、それについて纏めてみたい。

●スコアとパー ト譜の問題点

この仮は第 2楽章に該る (花の封)だけが、F闘 J譜

化されプレッサー社から出版されている。その細部に

問題が多いのは拙著で指摘したとおりだが、事態は、

生易しいものではなかつた。

楽譜は先ず演奏を目的として出版されるものだが、

手稿譜というのは、どんなにきれいに書かれていても、

半明りし難い部分があるため、出版を急ぐと、どうして

も常識的な判断が優先されがちになる。

それに対して、一般的に原則版と呼ばれる楽譜は『資

料批判』を最優先させて作られる。『資料 上伴J』 とは、

主観や先入観を交えずに自筆譜をデータとして正確に

読取り、スケッチや初演後の直し等、複数の資料があ

る場合は、それらを比較検証する地道な作業だが、そ

れを経て作られた印刷譜があるかない力ヽま、演奏の現

場にとつて大違いだ。ブルックナーにおけるハース版

とノヴァーク版、ベー トーヴェンにおけるブライ トコ

プフ旧・新版とベーレンライター版といつたあたりは、

よく知られているが、いずれも資料批半」を経て、スコ

アだけでなくパー ト譜まで印刷譜になつている。とこ

ろが、今回のハンブルク稿は、その点が全く違うの注

(花の章》以外の4つの楽章は、依然として印刷ス

コアは作られておらず、演奏の依頼があると、自筆ス

コアのコピーをレンタルするのである。ノく― 卜譜は全

て手書き。それも、かなリレベルの低い作業で作られ

たもので、間違いだらけ。しかも (花の動 は、パー

ト譜が送られてこないままだったという。フィロムジ

カの諸氏はそれをチェックし、切り貼りして、全く新

たにパー ト譜を起こす作業、つまり普通だつたら写譜

師や音楽学者が済ませておいてくれる作業からスター

トせざるを得なかったのである。その結果として、練

金子 建志

習は“音の間違い探しのソ と化した。ソヴィエト時代に

作られたショスタコーヴィチのパー ト譜のひどさは、関

係者の間では知れ渡つており、実際、筆者も何度か呆れ

かえった体験を持つが、プレッサー社は、それらをも上

回つたワース ト・ワンと断言できる。

ハンブルク稿で 5楽司板を録音 しているモリスや若杉

も同様に辛酸を紙めたに違いないのだが、私達の挑戦も

結局のところ、マーラーが今回と同じ自筆スコアだけを

基本テキス トとして、ハンブルクで演奏した時と全く同

じ状況を再現することになったのである。

●第 1楽章序奏部における金管のリスク

これが実は“塞翁が馬"。 タイム・スリップしたような

状況にならざるを得なかったために、マーラーが振つて

いて、何故、そこを修正しようと思つたか、男りの案に変

えようと思つたか、を、否応なしに実体験させられるこ

とになつたのだD

第 1楽章の序奏部の冒頭は、夜明けの熱 郭公の喘き

声が聴こえる中、狩人達のホルン① aが街し、野営地か

らは軍隊の起床ラッパが聴こえる。マーラーは最初、そ

のとおリオーケス トレーションした。楽器上もリアリズ

ムを実践したのだが、ミッチェル2も 指摘 しているよう

に、それまで何も吹いていないホルン群が、いきなり弱

音器付きで“狩 りのファンファーン'を吹くのはリスクが

大きいと判断したのだろう。後の版では、より安全性の

高いクラリネット① bに変えてしまったのた

①a ハンブルク稿

|||"ll

①b 改訂稿
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純な判断Эしかし2段とも♭を書き忘れるとは考え難

いので、「③ aで演奏させてみたところ、和声的に明

る過ぎるので、改訂案として♭を付け、それを決定稿

とした」ということになろう。

現実的に問題となるのは、この曲を聴き込んでいる

マーラー・フアンほど、改訓憫Эb●刷り込まれてい

るため、純粋に平等な感覚で判断するのが難しくなっ

てしまうことだЭ面白いことに、今回のフルーティス

トは 2人とも、それほどマーラーを聴いていないのが

幸いして「③aで吹いても違和感は感じない」とのこ

とだつた。ベートーヴェンの (第 9)の第1楽章の第

2主題の自筆スコアのDを、後の研究者がB♭ に直し

てしまつたのに良く似たケースではある。

今回の演奏では、自筆スコアどおり③aで演奏して

もらうことにした。発展途上の稿を演奏する場合、“直

した後の版を聴き込んだ先入観 'に よる刷り込みで半J

断するのは、最も避けるべきことだからである。逆に

言えば、今回の実演をお聴きになつて、違和感を覚え

た方ほど、マーラーに浸かつている度合いが濃いファ

ンということになろう。

こうした“疑惑の音'は、それこそ至る所にある。(葬

送行進曲》楽章の125小節のフルートは、最近のマー

ラー鰈 蒔 I諏   (フ ュッスノし本覇丁)では、④bのよ

うに (資料的な根拠よりは、感覚的な変更と思われる)

E♭ に直されているが、ハンブルク稿は④aのように

3度下のC♭ 。これもC♭ で演奏するが、フュッスル

校訂版以前の出版スコアは、ずつと④aの C♭ を踏襲

していたので (不協和音的な刺はあつても)マーラー・

ファンに、違和感はないだろう。

④a ハンブルク稿

子偏謹菫髪
④b フコ

,2 Fi(簾

最も判断に苦しんだのは(花の利〉59/Jヽ節のオーボ

エのD♯CL敢えて不協和音から入る冒険的なスコア

リングだが、これも、このとおり演奏してもらつた

||  1  
瞥

●《葬送行進曲》冒頭のコントラバスとチエロのデュオ

ハンブルグ稿の最重要ポイントとなるのが、(葬送行進

曲》の冒頭⑥a。 御承知のように、改訂後の′贋用隧 b

では、コントラバスが弱音器をつけてソロで弾く。ハン

ブルグ稿⑥aでは、コンバスは弱音器無しで弾き、チェ

ロが弱音器をつけて重なる。譜面上はコンバスがオクタ

ーヴ上に見えるが、記譜はオクターヴ高いので、同じ高

さのユニゾンになる。たまたま、この音「分をコンバスの

ソロと決め込んで聴いているから、チェロと重なると驚

くわけだが、バロック時代の通奏低音の例を出すまでも

なく、チェロとコンバスがユニゾンで弾く例はいくらで

もある。しかし、その殆どは、楽譜上はユニゾンでも、

実際にR烏つているのはコンバスがオクターヴ下というの

が殆どなのだ。

⑥a ハンブルク稿

↓轟

ハンブルグ稿では同じ高さというのが重要。コンバス

にとつては高い音域になり、音色的な個性が出易いが、

チェロにとつては地味な中音域だ。しかもチェロだけが

弱音器を付けるので更に目立たなくなる。これは、マー

ラーが2つの楽器を平等に扱った“デュオ'と しての音色

効果を目指したのではなく、あくまでも主役をコンバス

と考え、チェロを、リスクの多いコンバスの高音の支え

役としたと見倣すべきなのだ:それを試した結果、コン

トラバスのソロだけでも大文夫と判断して、フェイル・

セーフ的なチェロを削除したのだろう。

もちろん今回は、楽譜どおリデュオで演奏してもらう

のだが、困つたのはボウインえ マーラーは両楽器とも、

⑤ ハンブルク稿 《花の章》

⑥b 改訂稿

~~■
         .
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1小節1弓のスラーで記譜しているのだが、そのとお

り弾くとなると、 どうしてもコノ) ス`が苦しくなる。

それで、コンバスに弾き易いように、ある程度、弓を

返させ、チェロを、それに合わせるようにしてもらつ

た。

●スケルツォ楽章に象徴される、シンメトリーの忌避

ハンブルグ稿と後の版との違いが最も分り易い個所

が、スケルツォ楽章の冒頭で低弦とユニゾンで叩くテ

ィンパニ⑦aなのは拙著で指摘したとおりだ:マーラ

ーは改訂によつてこのティンパニを⑦bのように削

除してしまつたわけだが、これには再現部との関係を

付け加える必要がある。ハンブルグ稿の再現部Caは
ティンパニの代わりにファゴット3本のオクターヴ。

ユニゾれ 改言rЮ  bはこれを踏襲したため、再現

部に関しては同一なの注 音量は雨版とも『最初が F

で。再現部がF』 と、再現部が大きいという点は一致

している。以上の事実関係から次のことが分かる。

1)デュナミークの■」せいう設定から、マーラーは

再現部の衝撃度を、より重視していたのは明らかだ。

それから考えるとハンブルグ稿⑦ aのティンパニは、

やや矛盾することになろう。

4楽章版では、第 1楽章が最強音で終わつた後、こ

のスケルツォ楽章が続くためにあまり気にならないが、

ハンブルグ稿では (椛の動 が神秘的な最弱音で終わ

つた後だけに、スケルツォの力強い開夕台は、オーケス

トレーションとは無関係に、明確な気分転換をもたら

す。これに極めて近いコンセプトが、次作 (復活〉の

第2楽章と第3楽章の臨 彼活〉の第 3楽章は、歌

曲 《魚に説教するノくドヴァの聖アントニウス》を、ほ

ぼ、そのまま使ったのだが、歌曲のオーケストラ版が

静力ヽこ始まるのに対して、《夏活)の歌抜きのスケルツ

ォ楽章版には、ティンパニ・ソロの強打による衝撃的

な開始が付け加えられた。

ハンブルグ稿⑦ aのティンパニは、それと似た“驚か

し"の 目論見があつたと思われるのだが、マーラーは実

際に振ってみて、低弦が ′で弾き出すだけで充分に効

果的だと実感したのだろう。それなら、ティンパニを

削除してしまったほうが、トミという再現部でのデュ

ナミーク;剣ヒというコンセプ トが具現し易し、 もちろ

ん、今回はティンパニ入 りで冒頭を開始するわけだが、

再現部との違いにも注意して頂きたしゝ

⑦a ハンブルク稿 スケルツォ冒頭

孵

眸
降
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⑦b 改訂稿 スケルツォ冒頭

l VI。 11・e(

ii[匡眩予平豊予贔贅屹
Ca ハンブルク稿 スケルツォ再現部

輸

Cb 改訂稿 スケルツォ再現部

2)マーラーは生涯にわたって“同じ形の再現は必ず何か

変化を付ける"と いう基本を貫いた。それは構造面でもオ

ーケス トレーション面でも、シンメトリー (同一反復=
対称型)の忌避としてFyLてぃる。ブルックナーの (4

番 。ロマンティック)のスケルツォ楽章の短縮や、ベー

トーヴェンの (第 9)でスケルツォ・ダ・カーポした際

の『冒頭 8小節の肖J銹 は、同一の美学から演奏面で大

鈍を箭った例だが、このスケルツォ冒頭の場合も同様で、

改訂前も後も、同一反復にはなっていない。つまリハン

ブルグ稿では『ティンパニ→ファゴット』、鵡 T禾高では

『イ邸玄のみ→ファゴットの添加』となるから亀

同じ音型が出てきた場合、作曲家が『変化を付けよう』

とするのに対し、演奏者は『違いを同一化=統一化しよ

う』とする傾向が強し、今回のハンブルグ稿の練習にお

いても、楽譜の違いの多くは、そうした場合の“同一音型



の整合ピ'に関するものが多かった。例えばスケルツォ

楽章の 133月 節ヽ相③aと、その再現322小節Da
は、アクセント記号に違いがある。ちょつと見ると③
'aは、4/1節 目のアクセント記号を書き落したように

見えるので「この再現部の4月 節ヽ目にもアクセン トを

付けるべきでは ?」 と質問がきた。この場合は改訂稿

③bと③ bも同じでマーラーの“シンメトリー忌ど'が

明白だから、結論は出し易いのだが、そう簡単には済

まない個所も多かったことを報告しておきたしゝ

③a ハンブルク稿 スケルツォ133小節～

⑨a ハンブルク稿

改訂稿 (「Becken」 がシンパル)

.L  ↑ s、 磁ヽ

囃

弾

⑨ｂ

∝準

酔萎

言研高と配封以し

⑩a ハンブ

マーラーは

細かくなり、

アに反映され

ツォ楽章と終

第 1楽章は

倣つた『軸

ているため、

クセルを踏み

ルグ稿の段階

ところがス

稿が③ao③

し、あ信J板()

軍隊や行進で

馬に鞭を入れ

何度も書かれ

まで加速せよ

共通。マーラ

での常套的手

追い込み的な

明ら力ヽこなる(

一ヽ夕ヽンブ

とも、テンポ|

ブルックナー|

ん、マーラー
|

階の処理とし

譜に採用した

釈は採らなし、

はずと思える(

套的な『スト

燒
響
躍

③ a ハンブルク稿 スケルツォ322小節～

輌
(攀

2 Vi。 1侵
鐸

Vi。 1ユ

躍

③b 改訂稿 スケルツォ133小節～

③ b 改訂稿 スケルツォ322小節～

●大改訂の実体。フィナーレのルフトパウゼとコーダ

通常の4楽罰板を聴き慣れた方が最も驚かれるのは、

第5楽章の 375/Jヽ節ではあるまい力Ъマーラーは二長

調への転調を効果的に刻印するため、改訂版では⑨b

のように「ルフトパウゼ」で、間 (ま )を空けさせ、

シンバルの一撃を付け加えた。バーンスタインのよう

に飛び上がる指揮者も少なくないし、閃光が走ったよ

うなシンバルのイメージは強烈だ。ところがハンブル

グ詢Эaでは、そのどちらも存在しないのだЭ

魔

蜃

0ヽ

考
塞

弓 議
≡

幸 幸
菫 菫

幸
塞

無 粋

虔夢
しかし、そうした演出的な要素や、音響的な刺激を取

り去ってみると、むしろ二長調 (その象徴的な意味につ

いては後述する)へ急転する転調の斬新さが、より効果

的にクローズ。アップされるように思う。考えてみれば、

(エ ロイカ)や (運命〉、チャイコフスキー (5番)やシ

ベリウスの (2番)等、シンバルを加えればより頂,点を

効果的に刻印できる曲は幾らでもある。ハンブルグ稿の

③aは、それらと同じであり、物足りないと感じるのは、

ブルックナーで言うならノヴァーク版の (7番)0馴染

んでいた人が、初めてハース版のシンバル等の打楽器抜

きのアダージョ楽章を聴いたようなものなのだ。逆に、

シンバルが派手に鳴るお力ヽずで隠れてしまいがちな (マ

ーラーは「鳴り響かせたまま」と指定している)、 弦の動

き等が鮮明になるから、そちらにも注目して欲しい。

フィナーレの最後も改訓憫⑩ bに員れた方ほど、間隔

が倍長いハンブル

'鸞
aは、演出臭く感 じるかも知れ

ない。しかし、この異様な誇張感こそは、若きマーラー

の前衛 l■の言薗L改 訂して短縮しなければ、シベリウス

の (5番)(1914～ 19年)のコーダを先取りした形にな

っていたはずだ。もつともシベリウスも改訂があり、和

音の強打の間を驚くほど長い空白にしたのだが、ハンブ

ルグ稿は打楽器群の トレモロが轟き渡る。それを削除し

て和音の強打だけにすれば、シベ リウスの (5番)の改
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京都フィロムジカ管弦楽団「友の会」会員様ご芳名

村上 治子様   越後 千代様   稲村 董雄様   岡本 幸雄様   永野 貴子様

川野 浩之様   渡辺 ―真様   遠藤 時金様   岡島 敦子様   孝本 浩基様

田中 直子様   渡辺 由加理様  倉田 ノヽ重子様  中西 充弥様   堀井 達雄様

渡辺 真人様   渡辺 晴菜様   井谷 宏美様   信広 澄子様   吉田 寛子様

渡辺 和美様   河上 由香里様  鎗本 和弘様   村岡 昌子様   飯田 俊也様

松村 里香様   小林 香様   谷口 佳隆様   横田 洋子様   梅下 義一様

松村 正人様   杉本 幸子様   船橋 恭子様   茂原 重一様   大八本 武文様

南方 一晃様   大原 達也様   高橋 順子様   真島 秀行様   大八木 隆子様

津田 篤太郎様  安藤 美知穂様  三木 敏弘様   吉田 育弘様   中島 保志様

2∞2年 4月に発足しました「友の会」は,上記会員の皆様万よりご支援いただいております。 (2007年 ¬月現在 )
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今回、ロビーコンサートではイベールの本管

五重奏のための「3つの小品」を演奏します。こ

れはパリ出身の作曲家イベールが 40歳のとき

の作品。伝統的な規則や美学にとらわれないフ

ランス人独特のユーモア、)西落、風刺などが豊か

に織り込まれた味わい深い曲です。

本田は、3つの小品でなりたつこの曲の中か

ら舞踏風の軽快なメロディーの第 ¬楽章をお届

けします。

一』郊
Violin

天濯
/1ヽ 囀
佐多
澤日
塩日

白ア

日本
千貪

津日

中鰐
西オ
西本
西本
水里

山「

飯 E

大れ
清J

桑里

住1

高右
田

"田オ
林
松フ

森ロ

特男1右

金

1

田呵
に自

ど、

弦 卜し

吉:

月

緑α

管 卜し

山1

万

ドレ

合宿・個人旅行 。団体旅行・スキー

などの全ての旅行をサポー トします

日本教育旅行開
京都市下京区下数珠屋町通東洞院東入

0120‐ 040‐ 566(フ リータ
゛
イヤル)

http://www.net‐ fl・eewaycom
担当 藤田 珠里

印刷のことなら

¬=602-0858

京都市上京区河原町通荒神口上ルニ筋目東入ル

TEL(075)231-1727側
FAX(075)256-4604

イテイヒロキごⅥ山n Shop

◆イタリア、 ドイツ製ヴァイオリンなど直輸入、

品質には自信のある楽器や弓を良心的価格で揃えています。
まずは手にとって御試奏を。

◆弦は格安価格にて通信販売.ケースその他、特価品有 り、
当店はただ売るだけでなく良いものをお奨めいたします。

楽善0■■の■じき、するとき、しなやかき。ま■0う 様性から■がっていく■0路
イテイヒロキ嗽ふ勧

"は
より凛み0あ る、新鮮な書を目指して、あなんをサポートし■■

営業時間 :pm l"― m7:∞
定休日:0・

`Ю

柵  〔鰤 両pi
http://vlolinshop.ip
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京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ
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9第 21回定期演奏会ゃ

2007年 6月～7月・京都市内のホールを予定

ベルワルド/交響曲第1番「セリューズ」

プラームス/交響曲第1番
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,新入団員随時募集中ゃ

募集パート:ヴァイオリンロヴィオラ・チエロロコントラバス、

オーボエ・ファゴットロホルン・トロンボーン (テナー以外も兼務)・ 打楽器

※管・打楽器はオーディションがあります。

※コントラバスは団所有の楽器があるため、楽器に関しては相談に応じます。

詳しくはお問合せください。

Tel:0908163-4626(専用携帯電話 担当・竹内) E―mil:recruit@kyotophilo com
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,「友の会」会員随時募集中ゃ

フィロムジカの活動を応援してくださる方を募集しています

【年会費】 1回  1,000円   【期 間】ご入会いただいた月より1年間

【特 典】 1.期間内の定期演奏会に、1日につき1名様を無料ご招待

2.その他演奏活動のご案内

3.定期演奏会プログラムヘのご芳名の掲載

お申込み・入会に関するお問合せ  Tel『ax 075 605→123(西村) E―mil:tomoOyotophilo.oom
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京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ http://m.kyotoph‖ o.com/

クラシック音楽の海外公演・国際交流
海外での公演・国際交流は、現地でのマネジメントが大切です。
弊社は日本のオーケス トラの海外公演・国際交流を、真の意味で成功 させて参 りま した。

海外公演・ 国際交流のお手伝 いはおまかせ ください。

最近の海外公濱実績

岡山県桃太郎少年含唱団ヨーロッパ公演 1998年 ,2005年8月
(ドイツ :レーゲンスプルク大聖墜/プラハ リレドルフィヌム スークホール他)

同意社大学交響楽団ヨーロッパ公演 1998年 ,20014■ 2003年
(ミ ュンヘン :ヘラクレスザー,レグラーツ :ステフアニーザール/プラ八 :ドヴォルザークホー

彦根市ベルリン第九オーケス トラ・合唱団 1999年 12月 (ベルリン :SFB放送大ホー′D
京都市民管弦楽団ヨーロッパ公演 1999年 (ウ イーン :ムジークフェライン大ホール他 )

ホームページ :http://― .mlsuma∞耐
協力会社 :ルフトハンザドイツ航空会社、全日空、 近畿 日本ツーリスト、AIU保険会社




